
瀬戸内海歴史民俗資料館は、令和５年 11

月３日に開館 50 周年を迎えます。それを記

念して、瀬戸内の文化を多角的に学ぶため、

異なる分野で活動する講師を招き、それぞれ

の視点から瀬戸内について考える連続セミ

ナーを開催します。 

第３回は、瀬戸内海の安全を守る高松海上

保安部の職員をお迎えし、灯台などの航路標

識をはじめとする海難防止や海上交通の安

全確保の活動についてのお話をうかがいま

す。また、海上保安部が行っている海の環境

を守る活動や災害救難活動、治安確保の活動

などについてもお話しいただきます。 
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日 時   令和５年５月 27 日（土） 10：00～11：30 

講 師   高松海上保安部職員 

香川県の全域を管轄区域とする高松海上保安部は、国内屈指の船舶交通量をもつ備讃瀬戸東航

路などの航路を抱え、治安の確保、海上交通の安全確保、海難の救助、海上防災・海洋環境保全、

マリンレジャーの安全推進等の任務に取り組んでいます。 

会 場  瀬戸内海歴史民俗資料館 

瀬戸内ギャラリー（第１展示室中２階） 

参 加 料  無料 

定 員  30 名 ※要事前申し込み（４月 25 日（火）から受付開始・先着順） 

申込方法   電話または来館で申込 

 

 

■お申し込み・お問い合わせ先  

     開館 50周年記念事業 連続セミナー「５つの視点から瀬戸内を見る」 

 

聴講者募集 

無料 

S e t o  I n l a n d  S e a  F o l k  H i s t o r y  M u s e u m 

瀬戸内海歴史民俗資料館 
 

〒761-8001 高松市亀水町 1412-2（五色台山上） 
TEL 087-881-4707 FAX 087-881-4784  
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kmuseum/setorekishi/ 


